
平成 19 年 成人式
　『成人の日』の 1 月８日を中心に、全国各地で新成人の門出を祝う式典や催しが開催されました。
　筑西市でも７日、市民会館と生涯学習センター・ペアーノ、明野公民館イル・ブリランテ、協和公
民館の４会場で、それぞれ成人式を挙行。新成人が委員となって成人式実行委員会を組織し、各
会場ごとに式典の運営に携わりました。（写真は市民会館で行った下館地区の成人式より）
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　総務省の人口推計によると、今年１月現在の 20 歳の人口は 139 万人（男
性 72 万人、女性 67 万人）で、昨年に比べ約４万人減少しています。
　また筑西市の新成人（昭和 61 年４月２日～ 62 年４月１日生まれ）は、下
館地区 719 人、関城地区 204 人、明野地区 215 人、協和地区 166 人。
あわせて 1,304 人となり、昨年の 1,517 人と比べ 213 人減少しました。

※昭和 61 年８月の小貝川
大水害。台風による集注豪
雨が、現在の筑西市全域に
大きな被害をもたらしました。
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　平成 19 年筑西市消防団出初式が１月７日、市役所駐車場で開催されました。張りつめた空

気のなか、43 分団約 700 人の消防団員が黒の制服に身を包み式にのぞみました。人員服装点

検、機械器具点検では、日ごろの訓練の成果が充分に生かされていました。パレードの後には、

勤行緑地公園で放水訓練が行われ、43 台の消防自動車から放水された水が、新春の青空に美

しい虹をかけていました。当日表彰された、消防団員のみなさんを紹介します。（敬称略）　

崇高な使命のために
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■ 問い合わせ　市民税課市民税第一係　（内線 452、466、469、470）

　２月 16 日（金）から市・県民税の申告（平成 19 年１月１日現在で筑西市に住所がある人。ただし、確

定申告をする人、年末調整済の給与所得以外に所得のない人は必要なし）と所得税の申告が始まりますので、

早めに申告を済ませましょう。混雑を避けるために、一部の人には昨年の申告に基づき申告書を郵送し、受

付の日時を指定しましたので、その日時に手続きをお願いします。

申告に必要なもの＝①印鑑　②給与・年金の源泉徴収票、帳簿、収入内訳書（農業経営等のお尋ね）などの

所得を算出するために必要な書類　③医療費、社会保険料（国民年金保険料は証明書を添付）、生命保険料、

個人年金保険料、損害保険料などの支払証明書　※農業所得の申告については、本年から収支計算による申

告になりますので『農業経営等のお尋ね』を必ず作成のうえ、申告時に提出してください。

市・県民税と所得税の
申告期限は、３月15 日　です。（木）

２月 生涯学習センター 明野公民館 協和公民館

16日（金） 関本地区 大村地区 小栗地区

17日（土） 関本地区 大村地区 小栗地区

19日（月） 関本地区 大村・長讃地区 小栗・新治地区

20日（火） 関本・河内地区 長讃地区 新治地区

21日（水） 河内地区 上野地区 新治地区

22日（木） 河内地区 上野地区 新治地区

23日（金） 黒子地区 村田地区 新治地区

26日（月） 黒子地区 村田・鳥羽地区 古里地区

27日（火） 黒子地区 鳥羽地区 古里地区

３月 文化ギャラリー（スピカ６Ｆ）

１日（木） 嘉田生崎地区

２日（金） 河間・大田地区（幸町 1・２・３丁目）

３日（土） 大田地区（西方・玉戸）

５日（月） 大田地区（一本松・二木成・野殿・下野殿・布川）

６日（火） 伊讃・川島・竹島・養蚕地区

７日（水） 伊讃・川島・竹島・養蚕地区

８日（木） 伊讃・川島・竹島・養蚕地区

９日（金） 伊讃・川島・竹島・養蚕地区

12 日（月） 伊讃・川島・竹島・養蚕地区

13 日（火） 旧市内・五所・中地区

14 日（水） 旧市内・五所・中地区

15 日（木） 旧市内・五所・中地区

申告受付日時

２月16日（金）～３月15日（木）
午前9時～11時　午後１時～３時30分

会場

下館税務署から確定申告についてのお知らせ

※スピカでの申告の際は、３時間まで無料のスタンプを駐車券に押印しますので、駐車券を必ずご持参ください。

所得税・贈与税の申告及び納期限は…………
消費税（個人事業者）の申告及び納期限は…

３月 15日（木）までです。
４月２日（月）までです。

開設期間　４月２日（月）まで　（土曜日・日曜日・祝日は除きます。）

受付時間　午前９時～午後４時まで 正午から午後１時までの間は申告相談は行っておりませんが、
申告書の受付と申告書用紙の配付などは行っています。（ ）

確定申告書の提出・相談会場は…コミュニティプラザ（スピカ６Ｆ）です。

■ 問い合わせ　下館税務署　申告・納税・相談（℡ 25-3391）　

４
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■平成 19 年筑西市新年賀詞交歓会を開催

　１月６日、ＪＡ北つくば、下館商工会議所、筑
西市関城商工会、筑西市明野商工会、筑西市協
和商工会と市の主催による新年賀詞交歓会を市
内で開催。行政や経済、教育など、各種団体の
代表者や関係者約 400 人が一堂に会し、新年
の門出をともに祝いました。
　この日は、筑西市名誉市民でファナック株式会
社名誉会長の稲

いな

葉
ば

清
せ い え も ん

右衛門氏（81 歳）が出席し、
「ものづくりの分野でふるさとに貢献したい」な
どとあいさつ（写真上）。同社は世界有数の産
業用ロボットメーカーで、市内松

まつ

原
ばら

に造成中のつ
くば明野北部工業団地の全用地を取得、新工場
の建設を予定しています。

■坪松亨さんに青少年育成運動推進功労者表彰
　坪

つぼ

松
まつ

亨
あきら

さん（72 歳・海
え

老
び

ヶ島
しま

）が、社団法
人青少年育成国民会議から運動推進功労者表彰
を受けました。青少年育成筑西市民の会副会長
として、青少年の健全育成運動推進に貢献した
功績などが認められての表彰です。

■ＩＴ防災訓練を実施

　阪神・淡路大震災から 12 年を迎えた１月 17
日、国土交通省下館河川事務所と茨城県、筑西
市によるＩＴ防災訓練を実施しました。訓練には、
光ファイバーや衛生通信などの最新情報技術を
利用。河川の出水など被害状況の把握、テレビ
会議による情報の共有、携帯電話を使用した災
害情報提供の実験が行われました。
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革
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る
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め
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し
ま
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で
の
達
成
を
目
指
す

も
の
で
す
。
今
年
度
、
市
は
『
集
中

改
革
プ
ラ
ン
実
施
手
順
書
』を
定
め
、

そ
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
現
在
、
市
は
『
行
政
改
革
大

筑
西
市
行
政
改
革
の
実
行
目
標
と
な
る

集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
見
直
し
素
案
に

み
な
さ
ん
の
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

集中改革プラン
見直し素案意見募集

　素案に対する意見は、住所・氏名・電話番号を明記の
上、下記の期間中に、電子メールで送付していただく
か、任意の様式で筑西市総務部行政改革推進課まで郵便・
ファックスなどで送付してください。

記

１．素案の公開期間・意見募集の期間

　　　平成 19 年２月上旬～ 16 日（金）

２．問い合わせ・送付先

　　　筑西市総務部行政改革推進課
　　　〒３０８ｰ８６１６　筑西市下中山７３２- １
　　　TEL：０２９６- ２４- ２１１１( 内線 317 ･ 318)
　　　FAX：０２９６- ２４- ７３３３
　　　e-mail：gyousei@city.chikusei.lg.jp

綱
』
の
策
定
を
進
め
て
お
り
、
ま
も

な
く
完
成
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
プ
ラ

ン
の
内
容
を
大
綱
が
示
す
方
針
に
合

わ
せ
、
筑
西
市
の
行
政
改
革
を
推
進

す
る
行
動
計
画
と
な
る
よ
う
に
、
プ

ラ
ン
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

　
『
筑
西
市
集
中
改
革
プ
ラ
ン
』
の

見
直
し
素
案
へ
の
意
見
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。
素
案
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
る
ほ
か
、
市

役
所
本
庁
舎
２
階
の
行
政
改
革
推
進

課
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

行
政
改
革

市民福祉
の実現

健全な
財政運営

５
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